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国土交通省北陸地方整備局

信濃川河川事務所大河津出張所
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E-mail shinano@hrr.mlit.go.jp

現地では本格的な可動堰本体工事に向けた仮設工事がはじまりました。

か ど う ぜ き か い ら ん ば ん

大河津可動堰改築本体Ⅰ期工事の概要を説明します。

新可動堰のゲートは６門（堰柱７基）になりますが、本体Ⅰ期工事では７基分の基礎工と左岸側

から５基分の堰柱を施工します。また附属する左岸側の魚道工・護岸工・管理橋の下部工（橋

台・橋脚）のほか、本体仮設工として地下水流入を抑える遮水工（連続地中壁工）、仮締切工を

施工します。

残った２基の堰柱や右岸側の施設（魚道工・護岸工・管理橋下部）、ゲート設備、管理橋橋桁に

ついては、本体Ⅰ期工事の進み具合を見て、平成１９年度以降、順次発注していきます。

昨年１１月から大河津橋下流で行っていました掘削及び護岸工事の２つの工事が５月に完了し

ました。護岸工は植物が生えやすいようにコンクリート製ブロックの上を土砂で覆っていますの

で、見た目にはどのような工事をしたのか分からないと思いますが、現地では根固工のブロッ

クが顔を出していますので、新しく低水路となる箇所のイメージをふくらませてみてください。

工事が完了しました工事が完了しました

本体Ⅰ期工事では、赤矢印の間の部分（管理橋橋桁とゲート設備を除いて）が出来上がります。

現在、現地では本体仮設工事として連続地中壁工（ＴＲＤ工法）を行っていますが、工事箇所が

高水敷上であるため、洪水期となる７月から９月末までの期間は工事を一時中断し、１０月に工

事を再開、本格施工に入ります。

１０月以降になるとダンプトラックなど工事用車両の通行が多くなりますので、引き続きご協力を

お願いいたします。

《新しい低水路》 ブロック張
り護
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今回工事範囲

工事期間中は、大型車両の通行に際し地区の皆さんにご迷惑をお掛けしました。

平成１８年度も引き続き掘削及び護岸工事を継続していきますので、ご協力をお願いします。

工事完了状況
大河津橋

完成イメージパース（遠景：大河津出張所地点より）

（前年度工事範囲）



埋蔵文化財発掘調査を行います埋蔵文化財発掘調査を行います

工事や河川に関することはなんでも大河津出張所へ Tel 0256-97-2121（建設監督官在所）

大河津出張所 ：大河津分水全般に関する工事監督・維持管理等

建設監督官（可動堰改築担当）：大河津可動堰改築事業に関する工事監督等

『可動堰なんでも電話』を開設し、みなさんからのご意見・ご質問などをお待ちしております。

０２５８－３２－３１３４ （平日 AM9：00～PM4：00）

信濃川河川事務所

http://www.hrr.mlit.go.jp/shinano/
信濃川大河津資料館

http://ohkouzu.jp
可動堰情報館

http://kadouzeki.jp

アユ遡上の時期ですアユ遡上の時期です
大河津洗堰に設置されている魚

道観察室では、魚の遡上する様

子を見ることができます。

例年５月下旬ごろからアユの稚

魚が遡上しはじめ、７月上旬くら

いまで確認することができます。

ぜひおいでください。
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遺跡確認箇所遺跡確認箇所遺跡確認箇所

大河津分水路内で遺物が確認され、新潟県・寺泊町（現長岡市）・分水町（現燕市）の担当部局に

よる確認調査の結果、国道１１６号大河津橋を中心とした範囲から縄文～古墳時代のものと見ら

れる土器片や遺構※が確認され、「五千石遺跡」と名付けられました。

長岡市・燕市を主体として、平成１８年度から平成２０年度までの３ヶ年を目処に、可動堰改築工

程と調整しながら発掘調査を実施します。

確認された遺構※（平成１７年６月撮影） 試掘結果写真（出土した土器片等の一部）

※遺構（住居の柱跡と考えられる穴、溝跡、小河川跡など）

確認（試掘）作業状況（平成１７年６月撮影）

魚道観察室のようす

現可動堰近くの石碑には、

太陽を表し日本サッカー協

会のシンボルにもなってる

八咫烏（やたがらす）と、月

を表す兎が刻

まれています。

探してみてくだ

さい。


